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平成２８年度

第２回大分県教育委員会

【議 事】

（１）議 案

第１号議案 教職員の懲戒処分について

第２号議案 平成２８年度大分県教科用図書選定審議会委員の任命に

ついて

（２）報 告

①平成２８年４月１６日発生の地震に伴う災害情報について

②平成２７年度いじめ解決支援チームの実績報告について

③大分県いじめ防止基本方針の一部改正について

④平成２８年度県立特別支援学校高等部・専攻科入学者選考結果に

ついて

⑤平成２７年度県立特別支援学校高等部卒業者の一般就労率について

⑥平成２８年度県立高等学校入学者選抜結果について

⑦県立高等学校における個人情報の流出について

（３）協 議

①平成２９年度（平成２８年度実施）教員採用試験実施要項（案）に

ついて

②平成２９年度（平成２８年度実施）民間人校長採用選考（案）に

ついて

③大分県社会教育委員の委嘱について

（４）その他



- 2 -

【内 容】

１ 出席者

教育長 工 藤 利 明

委 員 委員 林 浩 昭

委員 岩 崎 哲 朗

委員 松 田 順 子

委員 首 藤 照 美

委員 高 橋 幹 雄

欠席委員なし

事務局 教育次長 宮 迫 敏 郎

教育次長 岩 武 茂 代

教育次長 木 津 博 文

参事監兼教育財務課長 森 﨑 純 次

教育改革・企画課長 能 見 駿一郎

教育人事課長 藤 本 哲 弘

福利課長 中 村 均 子

義務教育課長 米 持 武 彦

生徒指導推進室長 樋 口 哲 司

特別支援教育課長 後 藤 みゆき

高校教育課長 姫 野 秀 樹

社会教育課長 曽根﨑 靖

人権・同和教育課長 甲 斐 順 治

文化課長 佐 藤 晃 洋

体育保健課長 井 上 倫 明

屋内スポーツ施設建設推進室長 山 上 啓 輔

教育改革・企画課主幹 伊 藤 功 二

教育改革・企画課主査 石 丸 一 輝

２ 傍聴人 ６ 名
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開会・点呼

（工藤教育長）

それでは、委員の出席確認をいたします。

本日は、全委員が出席です。

ただいまから平成２８年度 第２回教育委員会会議を開きます。

署名委員指名

（工藤教育長）

本日の議事録の署名委員でございますが、林職務代理者にお願いした

いと思います。

会期の決定

（工藤教育長）

本日の教育委員会会議はお手元の次第のとおりです。

会議の終了は１５時１５分を予定しています。

よろしくお願いします。

議 事

（工藤教育長）

はじめに、会議は原則として公開することとなっておりますが、会議

を公開しないことについてお諮りします。

第１号議案、第２号議案及び協議の①、②、③については、人事に関

する案件ですので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条

第７項ただし書の規定により、これを公開しないことについて委員の皆

さんにお諮りいたします。
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公開しないことに賛成の委員は挙手をお願いします。

（採 決）

それでは、第１号議案、第２号議案及び協議の①、②、③については、

非公開といたします。

本日の議事進行は、はじめに公開による議事を行い、次に非公開によ

る議事を行います。

【報 告】

①平成２８年４月１６日発生の地震に伴う災害情報について

（工藤教育長）

それでは、報告第１号「平成２８年４月１６日発生の地震に伴う災害

情報について」能見教育改革・企画課長から報告いたします。

（能見教育改革・企画課長）

報告第１号「平成２８年４月１６日発生の地震に伴う災害情報につい

て」報告いたします。

まず、資料１ページをご覧ください。４ページにかけまして県の災害

対策本部が取りまとめた昨日１５時半現在の情報になります。「１．（１）」

にあります地震の概要ですけれども、４月１６日１時２５分に熊本県熊

本地方を震源地とするマグニチュード７．３の地震が発生しまして、県

内では別府市と由布市において最大震度６弱を観測しております。また、

４月１６日７時１１分にも地震が発生いたしまして、大分県中部を震源

地とするマグニチュード５．３の地震により、県内では由布市において

最大震度５弱を観測しております。また、昨日２０時４２分に熊本県阿

蘇地方を震源地とするマグニチュード５．８の地震が発生しまして、県

内では竹田市において最大震度５強を観測したところでございます。

「４．県内被害状況」でございますが、人的被害としては総数２４人、

「（２）建物被害」としまして総数３１棟、ほか由布市で一部損壊多数

ということで、昨日から調査が開始されております。

次のページ「（３）道路被害」としては総数１８６件とされておりま

す。それから「（６）その他」の被害として学校施設等の被害情報等あ

りますけれど、ここにつきましては５ページ以降、教育委員会で取りま

とめております情報に基づきまして、ご説明させていただきます。５ペ

ージから７ページになりますが、こちらは本日９時半現在で取りまとめ
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た情報になります。「１．児童生徒等の人的被害」について、学校管理

下における人的被害については確認されておりません。「２．被害状況」

でありますが、学校施設については、いずれも一部損壊でありますけれ

ども、計４６件の被害が確認されております。その中では由布市立阿南

小学校で比較的大きな被害が確認されております。「（２）社会教育施設

等」でありますけれども、県管理、市町村管理併せて２０件の被害が確

認されておりまして、県管理の施設としては県立図書館においてガラス

の破損、金属部品の落下といった被害が確認されているところです。

「（３）文化財」ですけれども、国指定文化財の一部損壊が８件、国

登録文化財が４件、県指定文化財に一部損壊が１３件の計２５件が確認

されております。国指定文化財におきましては、重要文化財の「旧日野

医院」ですとか国指定史跡の「岡城跡」でも石垣のたわみ、ズレといっ

た被害が確認されております。また、県指定文化財では、先般指定され

たところであります「永山城跡」の石垣の一部崩落といった被害が確認

されております。

「３．学校・施設の休校等」でございますが、昨日１８日月曜日はご

覧のような内訳で臨時休校が３６校、本日は臨時休校３２校となってお

ります。公立の幼・小・中学校については、昨日が由布市と九重町、本

日が九重町と竹田市でございます。

それから６ページの「（施設）」とある部分ですけれども、県立図書館

で今回の地震発生を受けて一部不具合が生じていることから、今週末か

ら日曜まで臨時休館としているところです。「４．教育施設等の利用」

につきましても、各施設における利用につきまして中止又は延期にした

ところを掲載しております。

最後に７ページ目の「６．その他」ですが、本日は全国学力・学習状

況調査が実施されておりますけれども、由布市、九重町、竹田市におき

まして小学校が計２２校、中学校８校で本日の実施を見送っているとこ

ろです。

引き続き災害対策本部の対応を継続しております。教育委員会として

も警戒を緩めることなく対応してまいります。

以上でございます。

（工藤教育長）

ただ今説明のありました報告につきまして、ご質問・ご意見等のある

方はお願いします。

（岩崎委員）

人的被害がなく、よかったと思います。今回の地震は、今後も余震が

想定され、授業中に地震が発生するということもあり得ます。学校施設

に危険箇所があるかどうかについて、専門家等の調査はどのように行わ
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れているのか、危険箇所の調査の対応ができているのかどうかについて

お聞きしたいと思います。

（森﨑参事監兼教育財務課長）

現在、それぞれの学校で昨日から専門家や修理業者が入って、見積を

取っている段階です。２０万円未満のものについては各学校の判断で修

理できますので、すぐに修理することになると思います。２０万円を超

えたものについては、当課に一度報告があがってきて、設計をして（委

託に）出すという流れになります。被害規模が大きくて８０万円を超え

ますと、国庫補助の対象になりますので国に申請する形になります。実

際、昨日の段階で現場に入ってみますとクラックやエキスパンションな

ど、棟と棟の間でかなり痛んでいるところが多く、現在、被害状況を見

ているところです。

（岩崎委員）

修理費用についての説明がありましたが、教育委員会の立場からする

と、児童生徒に被害が発生しないようにするという安全配慮義務の問題

があります。危険箇所には児童生徒が近寄らないようにする指導をきち

んとしていただきたいと思います。なお、児童生徒が通常のルートで通

学をする場合の通学路の安全性についてもある程度学校側がチェックし

た方がいいのではないかという気がします。ちょっと考えを広げすぎか

なという気もしますが、その点についてはいかがですか。

（工藤教育長）

なかなかそこまで目が行き届くかどうか難しいところがありますが、

公共交通機関も一応安全性が確保されれば動きます。小中学校の通学路

についてはかなりチェックしていると思いますが、高校となるといろい

ろな通学ルートがあるので、 公共のバスが通れる場所は安全という前

提で動かざるを得ないという気がします。各学校において、特に登下校

時の注意喚起を改めてしてもらうのが一番いいと思いますが、なかなか

難しく、また大事なところだと思います。しばらくはどうなるかわかり

ませんが、かなり緊張感を持って対応してもらっていると思います。

（岩崎委員）

なかなか予測するのは難しいのですが、学校側、教育委員会側として

は、少なくとも想定される危険については避けるようにする義務がある

と思います。建物等で、次に地震が発生すれば倒れることが予見ができ

る場合には児童生徒を近づけさせないといった配慮が必要です。その点

については注意していただきたいと思います。



- 7 -

（森﨑参事監兼教育財務課長）

耐震工事については、県立高校では既に完了しています。小中学校に

ついても繰り越した分が少しありますが、基本的には２７年度までに終

えるようになっています。

（工藤教育長）

大事な視点なのでもう一度しっかり徹底しておきたいと思います。

（松田委員）

５ページからの「学校施設の休校等」の中に県立高校の部活動を見合

わせたと読み取れる部分がありますが、それはよかったと思っています。

高校の方には通知できていたようですが、中学校の部活動はどうだった

のでしょうか。

（井上体育保健課長）

部活動という観点よりも競技団体主催の大会、中体連主催の大会等の

中止要請を行いました。

（米持義務教育課長）

土曜日の午前中に体育保健課と協議をして、市町村をまたぐ練習試合

等の情報を聞いたので、教育事務所を通じて市町村教育委員会に対して

土日の部活動、遠征等を自粛するようにという要請をしました。

（高橋委員）

今現在、学校施設で避難所はどれくらいできているのでしょうか。ま

た、ニュースによれば熊本の避難所ではノロウィルスが発生したそうで

すが、学校の施設内で感染症が出た場合に消毒等の対応はできているの

でしょうか。

（森﨑参事監兼教育財務課長）

７ページに学校等の避難所開設について記載されていますが、県立学

校では別府羽室台高校、日田林工高校、別府鶴見丘高校に開設されてい

ます。いずれも日曜日に閉鎖されていると聞いています。

（高橋委員）

湯布院の小学校に避難者がいると聞いていますが、そこはどうなって

いますか。

（工藤教育長）

小中学校については、市町村と市町村教育委員会との間で調整をして
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いますので、県教育委員会が関与しているわけではありません。

（高橋委員）

学校施設を使う以上は、感染症が広がらないように衛生管理をしっか

りしていただきたいと思います。

（林職務代理者）

学校の耐震化はほぼ終わっているとの説明がありましたが、今回かな

り強い揺れがあったので、（耐震について）もう一回、一から見直さな

くていいのかと思いますが、いかがでしょうか。強い揺れで留め金がは

ずれたりするようなことが考えられますので、今までの耐震化を根本的

に見直すような状況にあるのではないでしょうか。

（森﨑参事監兼教育財務課長）

各施設の被害の写真を全部見ましたが、大きな被害はありません。大

体２０万円までいかないようなものがほとんどだったと思います。中で

も校舎と校舎の間の渡り廊下のひび割れなどの被害が多かったというの

が私の印象です。そこは今後注意していかなければいけないと思います。

（林職務代理者）

短期的には各学校で修理をするのでしょうが、落ち着いたら最新の耐

震工事も含めて専門家の意見を聞いた方がいいような気がします。

（工藤教育長）

その点については、事務局にも（建築の）専門家もいますし、今回の

地震は阪神淡路大震災クラスの地震であったこと、またこれまで耐震化

を進めたのもそれらに耐えられることが前提でした。今回の実情を見て

も、今のところ県内では大きな被害にはなっていないわけですし、ご指

摘の点については一度確認する必要もあろうかと思いますが、今のとこ

ろ（建物は）耐震性有りという状況になっていると思います。

（工藤教育長）

他にございませんでしょうか。まだ地震は収束していませんので、引

き続き警戒しながら安全に配慮していきたいと思います。

②平成２７年度いじめ解決支援チームの実績報告について

（工藤教育長）

それでは、報告第２号「平成２７年度いじめ解決支援チームの実績報

告について」樋口生徒指導推進室長から報告いたします。
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（樋口生徒指導推進室長）

報告第２号「平成２７年度いじめ解決支援チームの実績報告について」

報告いたします。

いじめ解決支援チームは２名の臨床心理士を中心に生徒指導推進室指

導主事等と活動をしており、昨年度の取扱事案件数は１８件、うち解決

事案件数１５件、事案に伴い関係機関へ出動した件数は１０２件となっ

ています。取扱事案件数１８件を取扱種別毎に分けると、いじめが８件、

いじめ以外のものが１０件になります。

以上でございます。

（工藤教育長）

ただ今説明のありました報告につきまして、ご質問・ご意見等のある

方はお願いします。

（林職務代理者）

資料の表の見方を教えていただきたいのですが、平成２７年度の取扱

事案件数１８件には平成２６年度からの継続事案が含まれているのです

か。また、平成２６年度の継続事案３件は平成２７年度中に全部解決し

たのですか。

（樋口生徒指導推進室長）

平成２７年度に取り扱った事案には前年度からの継続事案も含まれま

す。また、平成２６年度の継続３件については、２件が解決しています。

③大分県いじめ防止基本方針の一部改正について

（工藤教育長）

それでは、報告第３号「大分県いじめ防止基本方針の一部改正につい

て」樋口生徒指導推進室長から報告いたします。

（樋口生徒指導推進室長）

報告第３号「大分県いじめ防止基本方針の一部改正について」３点ほ

ど改正いたしましたので、報告いたします。

１点目、平成２８年第１回定例県議会で可決された大分県いじめ問題

調査委員会条例が先月３月３０日に施行されたことを受け、いじめの再

調査を行う「大分県いじめ問題調査委員会」について基本方針に盛り込

みました。

２点目は「いじめ解決支援チーム」の名称についてです。先ほど報告

いたしましたとおり、いじめ以外の相談が増えていることから、広く対
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応するために「生徒指導支援チーム」と名称を変更いたしました。

３点目、平成２７年に発生した川崎市の中学生殺害事件を受け、文部

科学省が昨年４月から「２４時間いじめ相談ダイヤル」を「２４時間子

供ＳＯＳダイヤル」に変更したことから、基本方針においても同様の名

称変更を行いました。

以上でございます。

（工藤教育長）

ただ今説明のありました報告につきまして、ご質問・ご意見等のある

方はお願いします。

（松田委員）

「いじめ解決支援チーム」を名称変更するのであれば、「生徒指導」

ではなく「児童生徒支援チーム」の方がよいのではないでしょうか。一

般的に「生徒」というと中学生・高校生ですが、幼児教育も含めて学校

教育ですので、「児童」という文言を入れた方がつながりがよいと思い

ますが、いかがでしょうか。

（樋口生徒指導推進室長）

「生徒指導」という言葉は小学校でも使用されますので、このような

名称にしました。

（岩崎委員）

基本方針の一部改正の内容はよいと思います。２４時間いじめ相談ダ

イヤルについてですが、過去の実績というのはどうなっているのでしょ

うか。

（樋口生徒指導推進室長）

昨年度の件数は１２２件ですが、無言の電話もありますので、実質的

な相談件数は８４件です。

（岩崎委員）

いじめ相談ダイヤルへの相談件数が１２２件で、いじめ解決支援チー

ムの取扱事案件数が１８件でした。相談ダイヤルにはいろいろなレベル

の相談があると思いますが、ダイヤルにかかった中でチームにつながっ

たものはありましたか。

（樋口生徒指導推進室長）

つながったものはありません。相談ですので、学校名や氏名を言わな

いことが多くありますが、わかったものについては学校や市町村教育委
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員会へつなげるようにしています。

（松田委員）

相手の番号はわかるのでしょうか。

（樋口生徒指導推進室長）

それはわかりません。

（松田委員）

無言の電話であっても、何かあって電話しているのだろうと思います。

誰かがいるだけでも安心するケースもあると思いますので、件数に入れ

る方がよいと思います。

（樋口生徒指導推進室長）

無言のケースは深夜に多くあります。電話をとる相談員もすぐに切ら

ずに、相手が切るのを待って電話を切っています。

（林職務代理者）

相手が非通知にしていない限り、番号はわかるのではないかと思いま

すが。

（松田委員）

そこは難しい部分もあるのではないでしょうか。

無言電話は気にしておく必要があると思いますが、電話はどのように

受けていますか。電話をかけてきた相手に対して、まず何と言っていま

すか。「いじめ相談ダイヤルです」と言っているのでしょうか。

（樋口生徒指導推進室長）

ダイヤルについては外部へ委託していますので、確認したいと思いま

す。

（松田委員）

相手が話しやすいような対応をお願いします。

④平成２８年度県立特別支援学校高等部・専攻科入学者選考結果について

（工藤教育長）

それでは、報告第４号「平成２８年度県立特別支援学校高等部・専攻

科入学者選考結果について」後藤特別支援教育課長から報告いたします。
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（後藤特別支援教育課長）

報告第４号「平成２８年度県立特別支援学校高等部・専攻科入学者選

考結果について」報告いたします。

資料の「１ 入学者選考結果」をご覧ください。今年度の入学者選考

結果をお示ししています。特別支援学校の入学者選考では、法令に定め

る障がいの程度であることを志願条件としており、この条件を満たす生

徒は合格とすることを基本としています。前年度３月にそれぞれの特別

支援学校で前期・後期の入学者選考を実施し、この表に示しましたとお

り、１６校全体で１９６名の生徒が合格しました。障がい種別の選考状

況を見ますと、学校番号６から１６までの知的障がい校の志願者・合格

者が多く、１１校全体で１７４名、全体の８８．８％にのぼります。中

でも、学校番号９の南石垣支援学校、１１の新生支援学校、１２の大分

支援学校の志願者・合格者が、他校に比べて多い状況です。この３校に

つきましては、年々、高等部に在籍する生徒数が増えている状況です。

続いて資料の「２ 特別支援学校高等部（本科）への入学者数推移」

をご覧ください。この表は、過去１０年間の特別支援学校高等部本科へ

の入学者の推移をお示ししています。本年度は１９３名で、前年度と比

較しますと１８名減となっていますが、１０年前の平成１９年度と比較

しますと、この１０年間で入学者は約１．４倍に増加しています。

下段の「３」は、知的障がい特別支援学校高等部１１校の入学者数推

移とその内訳をお示ししています。今年度の１７４名の入学者の内訳で

すが、特別支援学校中学部からの進学生徒は８９名であり、例年高い数

字で推移しています。その下からは、中学校からの入学者となります。

特別支援学級から入学した生徒が７７名であり、特別支援学級の在籍生

徒総数からみますと、全体の７割強となっています。表からも分かるよ

うに、例年、特別支援学級に在籍する生徒の約６割～７割強の生徒が特

別支援学校に進学している状況です。また、通常の学級からの進学生徒

につきましては前年度より３名の増加となっています。中学校からの入

学者につきましては、前年度からは若干減少しましたが、ここ数年緩や

かな増加の傾向にあります。

このように、知的障がい児をはじめとして、障がいのある生徒の義務

教育終了後の教育の場として特別支援学校高等部を選択する生徒、保護

者が増加しています。これは、一人一人の障がいの状態に応じたきめ細

かな教育を行うことへの期待が高まっているためと推察しています。

一方、特別支援学校高等部に在籍する生徒数の増加に伴い、学校から

は教室が不足している等の声が上がってきています。当課としましては、

多様な教育的ニーズに対応できるよう、今後も課題については継続して

検討していきながら、各学校での教育の充実に努めてまいりたいと考え

ています。

以上でございます。
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（工藤教育長）

ただ今説明のありました報告につきまして、ご質問・ご意見等のある

方はお願いします。

（首藤委員）

教室が不足しているという報告がありましたが、高等部の生徒数が増

えているのは特別支援学校での指導体制が整っており、保護者からの期

待が高まっているからだと思っています。新生支援学校の児童生徒数が

多くなっており、教室が不足していると聞いていますが、解消していく

ような計画があるのでしょうか。

（後藤特別支援教育課長）

先ほど説明いたしましたとおり、南石垣支援学校、新生支援学校、大

分支援学校などで生徒数が増えてきている状況にありますので、次の第

三次特別支援教育推進計画へ向けて準備をしているところです。

（首藤委員）

それはいつまででしょうか。

（後藤特別支援教育課長）

現行の第二次計画が平成２９年度までとなっていますので、平成３０

年度からの第三次計画に取り入れられるよう検討を進めてまいりたいと

考えています。

⑤平成２７年度県立特別支援学校高等部卒業者の一般就労率について

（工藤教育長）

それでは、報告第５号「平成２７年度県立特別支援学校高等部卒業者

の一般就労率について」後藤特別支援教育課長から報告いたします。

（後藤特別支援教育課長）

報告第５号「平成２７年度県立特別支援学校高等部卒業者の一般就労

率について」報告いたします。

はじめに、卒業者数について説明いたします。資料の左上をご覧くだ

さい。平成２７年度の特別支援学校の卒業者は高等部１７７名、専攻科

３名の計１８０名でした。そのうち知的障がい特別支援学校の卒業生は

１４５名でした。

続いて、特別支援学校における一般就労率について説明いたします。

一般就労の定義は、一般の事業所へ就職すること及び就労継続支援Ａ型
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事業所へ就労することとされています。就労継続支援Ａ型事業所とは、

雇用契約に基づく就労機会を提供するとともに、知識及び能力の向上の

ために必要な訓練などを行う福祉サービスのことです。

資料の左上左側の円グラフをご覧ください。平成２７年度の卒業者の

うち一般就労した者は４２名、一般就労率は２３．３％です。資料の左

上右側の円グラフをご覧ください。知的障がい特別支援学校の卒業者は

１４５名で、うち一般就労した者は３６名、一般就労率は２４．８％と

なりました。

資料右上をご覧ください。就労先としては、製造業やサービス業の業

種が多く、合わせるとその割合は５割を超えています。とくに自動車部

品等の生産工程やスーパー等での商品販売に携わる就職者数が増えてい

ます。また、業種に限らず就職先で従事する仕事は清掃や商品陳列とい

ったサービス系の職種が多くなっています。

資料の左下をご覧ください。平成１７年度からの知的障がい特別支援

学校における一般就労率の推移を示しています。４年連続で上昇してい

ましたが、昨年度は前年度を４ポイント程度下回りました。下がった理

由として、就職先の決定に際して生活の場も探さなくてはならないよう

な困難なケースが例年よりも多かったこと、働く力はあるものの生活管

理等の生徒指導が必要であるため進路決定に至らなかったケースがあっ

たこと、生徒の能力適性等が挙げられます。一般就労率は下がったもの

の、就労支援事業を開始する前の平成２２年度からは１０ポイント以上

上昇し、平均すると２５％程度の一般就労率を維持しています。

資料の右下をご覧ください。左側は知的障がい特別支援学校において

一般就労を希望した生徒のうち、どれくらいが希望を達成できたかを示

すグラフです。また、右側のグラフは同じく一般就労の希望を達成でき

た率が８割を超えた学校数を示しています。一般就労を希望した生徒の

希望達成率は年々向上しており、昨年度は７６．６％でした。希望達成

率が８０％を超える学校の数も年々増えてきており、知的障がい校１１

校のうち８校が８０％を超えています。

今後も生徒の意欲を喚起するとともに、より一層関係機関との連携を

深めるように努めたいと考えています。また、生活の場の確保等、生徒

の卒業後の生活に十分対応できるよう、早い時期から進路指導に取り組

みたいと思います。

以上でございます。

（工藤教育長）

ただ今説明のありました報告につきまして、ご質問・ご意見等のある

方はお願いします。

（松田委員）
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就職率が非常によくなっていることは大変すばらしいと思います。企

業との連携が進んでいるのは、各企業の理解が進んで協力的になってい

るということだと思います。学校と連携している企業はどれくらいある

のですか。

（後藤特別支援教育課長）

連携している企業というわけではありませんが、知的障がい特別支援

学校に６名配置している就労支援アドバイザーが昨年度訪問した企業は

１，７７４社です。こうした取組をきっかけとして、学校と企業が連携

を図っています。

⑥平成２８年度県立高等学校入学者選抜結果について

（工藤教育長）

それでは、報告第６号「平成２８年度県立高等学校入学者選抜結果に

ついて」姫野高校教育課長から報告いたします。

（姫野高校教育課長）

報告第６号「平成２８年度県立高等学校入学者選抜結果について」報

告いたします。

まず、資料１ページの上段「全日制」の表をご覧ください。表の一番

上の欄が平成２８年度入試における結果、比較としてその下の欄に平成

２７年度入試の結果、その下の欄には増減した人数を示しています。ま

た、項目として入学定員、推薦入試・連携型入試、一次入試、二次入試

の順に人数をまとめています。平成２８年度の欄をご覧ください。全体

の入学定員は７,６００名でした。２月８・９日に実施しました推薦入

試・連携型入試では、推薦Ａの募集１３０名以内に対し受験者１３０名、

合格者１０９名、推薦Ｂの募集９５５名以内に対し受験者９７５名、合

格者８２８名、連携型の募集２００名以内に対し受験者１１９名、合格

者１１８名でした。

次に、３月８・９日に実施しました一次入試は募集人員６,４１９名

に対し受験者６,９８５名、合格者６,１２４名でした。

さらに、３月１７日に実施しました二次入試では、募集人員３０６名

に対し受験者９７名、合格者８８名でした。

最終合格者数は７,３８２名であり、合格者数が入学定員に満たない

欠員の人数は２１８名、学校数は１４校でした。

次に、下段の「定時制」の表をご覧ください。推薦入試は推薦Ｂと爽

風館特別入試で実施し、推薦Ｂの募集２４名以内、特別入試の募集９８

名以内の募集に対し受験者９１名、合格者７９名、一次入試は、募集人

員３１７名に対し受験者７６名、合格者６０名、二次入試は、募集人員
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２５７名に対し受験者３１名、合格者２７名、最終合格者数は１６６名

でした。

続きまして、資料２ページの「平成２８年度 大分県立高等学校第一

次入学者選抜学力検査結果」について報告します。上の表「学力検査点

等の状況」をご覧ください。各教科の平均点、最高点、最低点を国語、

社会、数学、理科、英語の順に示しています。全ての教科とも６０点満

点です。平成２８年度の結果は、全体の平均点が１３４．８点、最高点

２７１点、最低点５点となっています。また、参考として、下の欄に過

去４年分の合計平均点を示しています。昨年度の平均点１４３．７点と

比較しますと、今回は８．９点低い結果でした。その下の表「教科別学

力検査点の分布状況」をご覧ください。これは、各教科の分布状況を示

したものです。

次に、資料３ページ「学力検査合計点の分布状況」をご覧ください。

分布の状況は正規分布に近い分布となっています。

出題は各教科の目標に即して適切となるように努めており、基礎的・

基本的な学習の成果をみるとともに、思考力、判断力、表現力等の学力

が十分に測られるよう問題を工夫しています。結果の詳しい分析は、こ

れから行う予定です。

以上でございます。

（工藤教育長）

ただ今説明のありました報告につきまして、ご質問・ご意見等のある

方はお願いします。

（首藤委員）

県内の中学校の学力向上は大きな課題であり、その状況を見極める上

で、高校入試はそれが最もよくわかる検査と認識しています。検査点

の分布状況で見ると、英語では０～９点があまりにも多いと思います。

毎年入試問題を解いていますが、確かに最後の方の問題は英語では長

文、数学ではいくつかの公式を考え合わせるような、ある程度ひらめ

きが必要な問題ですが、始めの方は基本的な問題なので、授業をしっ

かりしていれば０～９点というのはあり得ないのではないかと思いま

すが、これについて中学校の学力の状況をどのように把握したか、義

務教育課長に教えていただきたいと思います。

（米持義務教育課長）

これにつきましては昨年度から課題意識があり、中学校の授業改善に

ついて「３つの提言」を行いました。「３つの提言」につきましては、

教育委員会会議におきましても、お示しさせていただきました。いくつ

かポイントがありますが、例えば本日、全国学力・学習状況調査が行わ
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れましたが、数学の問題の中にも健康に関するものや美術に関するもの、

あるいは理科や社会に関わるものがあります。教科としては数学であっ

ても内容的には全教科に関わるような内容で、各教員が各教科の専門性

を発揮するとともに、教科外の学力向上も行うような観点が大事だと思

います。これが欠けているように思いますので、この点を指導してまい

りたいと思います。

もう一つは、同じで教科で切磋琢磨する環境が足りないように思いま

すので、福井県のタテ持ちというやり方を取り入れて、各教員が全ての

学年を担当し、お互いに切磋琢磨できるやり方を進めようとしています。

日出中学校や附属中学校など、実施している学校がまだ少ないので、校

長会議等で呼びかけて、その状況を把握するとともに、県下へ広めてい

きたいと考えています。

（姫野高校教育課長）

分布状況については、数学は０点が３４名もいること、英語は上位者

もいるものの一桁の得点が９９１名いることについて課題を認識してい

ます。現在、小学校、中学校、高校ともに授業改善に取り組んでおり、

生徒の意欲を喚起しながら、基礎基本を定着させることが大切だと思っ

ています。また、英語については、「英語教育改善推進プラン」に基づ

いて、生徒の英語力、教師の指導力の向上に向けて取り組んでまいりま

す。

（松田委員）

中学校の先生から、入試の問題が難しいという話を聞きました。入試

問題を高校の先生がつくっているのか、業者がつくっているのかはわか

りませんが、入試問題を出す側と中学校の教員が連携してはどうでしょ

うか。

また、二次入試について、募集人員３０６名に対して９９名しか受験

していませんが、この人数の差は何でしょうか。私立高校に進学するの

でしょうか、それとも浪人するのでしょうか。

（姫野高校教育課長）

詳しい状況についてはわかりませんが、一般的には私立高校を受験し

て公立高校を受験しますので、一次入試で不合格になった場合は私立高

校へ進学する傾向があるのではないかと思います。

（首藤委員）

先ほど、入試問題が難しかったというような話がありましたが、確か

に難しい問題はありましたが、日頃の授業をしっかりしていればできた

と思いますし、中学の先生が入試問題を難しいと言うのはある種の逃げ



- 18 -

や甘えから出た発言ではないでしょうか。中学校はもっと基礎基本の定

着を行うべきだと思いますし、中学の指導主事も入ってつくった問題で

しょうから、解けなかったことを入試問題のせいにするのはいかがなも

のかと思います。

⑦県立高等学校における個人情報の流出について

（工藤教育長）

それでは、報告第７号「県立高等学校における個人情報の流出につい

て」姫野高校教育課長から報告いたします。

（姫野高校教育課長）

報告第７号「県立高等学校における個人情報の流出について」報告い

たします。

県立宇佐高等学校の新２年生クラス分けの検討資料１０４名分の個人

情報が流出しました。流出情報は１年部の学年主任と担任の会議で使用

したクラス分けの資料です。内容といたしましては、生徒の番号、氏名、

性別、地歴と理科の選択科目、１年次学習成績の順位が記載されたもの

です。

流出の経緯について説明いたします。３月中旬に特別教室で先ほど説

明しました会議を実施し、その教室に会議で使用した資料２枚が置き忘

れられていたものを生徒が発見、その資料を撮った写真が生徒同士の間

で転送されました。４月６日に学校アドレスへ匿名のメールで連絡があ

り、発覚いたしました。発覚後、流出していた資料を回収し、生徒が所

持していた写真データは消去しています。また、ネット上での拡散は確

認されていません。

生徒・保護者への対応ですが、７日～９日の間に、同校の教職員が資

料に記載されていた生徒宅を訪問し、生徒及び保護者に直接状況を説明

し、謝罪しました。また、８日の始業式、１１日の入学式で全校生徒に

対して状況を説明しました。１３日には、２年生全員と個人面談を実施

しながら、引き続きフォローにあたっています。

再発防止のため、個人情報の取扱いについて、８日付けで全県立学校

に通知を行いました。また、個人情報の取扱い等についての徹底を図る

教職員対象の研修を実施するよう通知し、現在実施しているところです。

さらに、生徒の情報モラルの育成を図る指導の徹底を行っていきたいと

考えています。

以上でございます。

（工藤教育長）

ただ今説明のありました報告につきまして、ご質問・ご意見等のある
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方はお願いします。

（林職務代理者）

私たちの会議では、個人情報が入った資料は会議後回収するのですが、

そこはどうなっていたのでしょうか。

（姫野高校教育課長）

通常、会議は応接室で実施していますが、その日は高校入試業務で、

その部屋を使用しており、その日に限って特別教室で会議が行なわれま

した。普段であれば、回収の手順はパターン化されていますが、今回は

特別教室だったということで置き忘れてしまったと聞いています。

（高橋委員）

再発防止と生徒のモラル向上にしっかり取り組んでいただきたいと思

います。今回、生徒がＬＩＮＥを使っていますが、生徒は携帯電話を学

校に持って行ってよいのでしょうか。

（姫野高校教育課長）

学校ごとに取扱いについての決まりがあります。多くの学校は、通学

中の使用は認めていますが、校内での使用は禁止しています。

（高橋委員）

以前であれば、置き忘れていた資料があったとしても、先生に届けて

いたように思います。そのようなモラルについても、厳しく生徒に指導

していただきたいと思います。

（工藤教育長）

それでは、先に非公開と決定しました議事を行いますが、その前に、

公開でその他、何かございませんか。

【その他】

①高校生考案スイーツの販売について

（姫野高校教育課長）

「高校生考案スイーツ」の販売について、お知らせがあります。

地元の高校生が考案し、地産地消の一環として県が実施した次世代応

援地産地消商品開発コンテストで入賞した作品のレシピを基に、地元の

ケーキ屋さんが製作した商品が４月２９日～５月５日にトキハインダス
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トリーあけのアクロスタウンで販売されます。

高校生自身が考案したレシピが商品化、販売されることで、地元の素

材、食材により興味をもってもらうことを目的としています。販売され

る商品は、大分西高校、佐伯豊南高校、大分上野丘高校、竹田南高校の

生徒が開発した商品です。

なお、販売に先立って、４月２１日１６時３０分から販売商品のお披

露目及び試食会が３階アクロス小ホールで行われ、佐伯豊南高校の生徒

が参加します。

以上、お知らせいたします

（工藤教育長）

他にございませんでしょうか。

では、先に非公開と決定しました議事を行いますので、関係課室長の

み在室とし、その他の課室長及び傍聴人は退出してください。

（関係課以外及び傍聴人退出）

【議 案】

第１号議案 教職員の懲戒処分について

（工藤教育長）

それでは、第１号議案「教職員の懲戒処分について」提案しますので、

藤本教育人事課長から説明いたします。

（説 明）

（工藤教育長）

ただ今、説明のありました議案について審議を行います。ご質問・ご

意見等のある方はお願いします。

（質疑・意見等）

（工藤教育長）

それでは、第１号議案の承認についてお諮りいたします。第１号議案

について承認される委員は挙手をお願いします。

（採 決）
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（工藤教育長）

第１号議案については、提案どおり承認します。

第２号議案 平成２８年度大分県教科用図書選定審議会委員の任命について

（工藤教育長）

次に、第２号議案「平成２８年度大分県教科用図書選定審議会員の任

命について」提案しますので、米持義務教育課長から説明いたします。

（説 明）

（工藤教育長）

ただ今、説明のありました議案について審議を行います。ご質問・ご

意見等のある方はお願いします。

（質疑・意見等）

（工藤教育長）

それでは、第２号議案の承認についてお諮りいたします。第２号議案

について承認される委員は挙手をお願いします。

（採 決）

（工藤教育長）

第２号議案については、提案どおり承認します。

【協 議】

①平成２９年度（平成２８年度実施）教員採用試験実施要項（案）について

（工藤教育長）

それでは、協議の①「平成２９年度（平成２８年度実施）教員採用試

験実施要項（案）について」藤本教育人事課長から説明いたします。

（説 明）

（工藤教育長）
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ご質問・ご意見のある方はお願いします。

（質疑・意見等）

（工藤教育長）

それでは、今回の協議の結果も踏まえながら、進めてまいりたいと思

います。

②平成２９年度（平成２８年度実施）民間人校長採用選考（案）について

（工藤教育長）

次に、協議の②「平成２９年度（平成２８年度実施）民間人校長採用

選考（案）について」藤本教育人事課長から説明いたします。

（説 明）

（工藤教育長）

ご質問・ご意見のある方はお願いします。

（質疑・意見等）

（工藤教育長）

よろしいでしょうか。

では、今回の協議の結果も踏まえながら、進めてまいりたいと思いま

す。

③大分県社会教育委員の委嘱について

（工藤教育長）

次に、協議の③「大分県社会教育委員の委嘱について」曽根﨑社会教

育課長から説明いたします。

（説 明）

（工藤教育長）

ご質問・ご意見のある方はお願いします。

（質疑・意見等）
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（工藤教育長）

今回の協議の結果を踏まえて進めてまいりたいと思います。

（工藤教育長）

それでは、最後にその他、何かございませんか。

ないようですので、これで平成２８年度第２回教育委員会会議を閉会

します。

お疲れ様でした。



平成28年度第2回大分県教育委員会会議次第

日時 平成２８年４月１９日（火）

１３：３５～１５：１５

場所 教育委員室

１ 開 会

２ 署名委員の指名

１ 議 題

（１）議 案

第１号議案 教職員の懲戒処分について

第２号議案 平成２８年度大分県教科用図書選定審議会委員の任命について

（２）報 告

①平成２８年４月１６日発生の地震に伴う災害情報について

②平成２７年度いじめ解決支援チームの実績報告について

③大分県いじめ防止基本方針の一部改正について

④平成２８年度県立特別支援学校高等部・専攻科入学者選考結果について

⑤平成２７年度県立特別支援学校高等部卒業者の一般就労率について

⑥平成２８年度県立高等学校入学者選抜結果について

⑦県立高等学校における個人情報の流出について

（３）協 議

①平成２９年度（平成２８年度実施）教員採用試験実施要項（案）について

②平成２９年度（平成２８年度実施）民間人校長採用選考（案）について

③大分県社会教育委員の委嘱について

（４）その他

４ 閉 会
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平成２８年４月１６日以降発生の地震に伴う災害情報について

平成２８年４月１９日
９ 時 ３ ０ 分 現 在
児童・生徒対策部

１．児童生徒等の人的被害
（学校管理下における）人的被害なし

２．学校、施設、文化財等の被害状況
（１）学校

幼稚園 一部損壊 ２棟
小学校 一部損壊 １２棟

中学校 一部損壊 ８棟
高等学校

県立 一部損壊 ９棟
市立 一部損壊 １棟

私立 一部損壊 ５棟
特別支援学校 一部損壊 ７棟
学校給食施設 一部損壊 ２棟

（２）社会教育施設等
県管理 一部損壊 ２棟
市町村管理 一部損壊 １８棟

（３）文化財
国指定文化財 一部損壊 ８件
国登録文化財 一部損壊 ４件

県指定文化財 一部損壊 １３件

３．学校・施設の休校等
（学校）

１８日（月）
臨時休校３６校 （公立：幼９、小１７、中４、県立：高４、特１

私立：高１）
始業時間繰下４校（県立：高２、私立：中１、高１）

１９日（火）
臨時休校３２校 （公立：幼５、小１８、中７、県立：高１、特別支援１）

始業時間繰下等４校 （公立：小１ 私立：中１、高２）

［資料＿報告①］
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４月１７日（日） 爽風館高校 入学式中止

４月１８日（月） 由布市立の全幼（７）小（１１）中学校（３）臨時休校
４月１８日（月）～１９日（火）九重町立の全幼（２）小（６）中学校（１）

臨時休校
４月１８日（月） 別府青山・翔青、由布、玖珠美山、三重総合高校久住校

臨時休校
４月１８日（月） 由布支援学校 臨時休校
４月１８日（月） 別府溝部学園高校 臨時休校
４月１８日（月） 佐伯豊南高校 時間繰下げ（１０：００までに登校）

４月１８日（月） 別府鶴見丘高校 時間繰下げ（１０：４５までに登校）
４月１８日（月）～２０日（水） 大分東明高校、向陽中学校 時間繰上げ等

（６限目まで）
４月１９日（火） 別府羽室台高校 臨時休校

４月１９日（火） 竹田市立の全幼（３）小（１２）中学校（６）臨時休校
４月１９日（火） 竹田支援学校 臨時休校
４月１９日（火） 竹田南高校 時間繰下げ（２０分）
４月１９日（火） 日田市立石井小学校 時間繰下げ（１時間）

（施設）
４月１６日（土）～１７日（日） 県立総合体育館、庄内屋内競技場 臨時休館
４月１７日（日） 県立図書館、先哲史料館、社会教育総合センター 臨時休館

４月１８日（月） 県立図書館、先哲史料館 定期休館日 〃
社会教育総合センター 臨時休館

４月１９日（火）～２４日（日） 県立図書館、先哲史料館 臨時休館
（２５日（月）は休館日）

４．教育施設等の利用
○香々地青少年の家

ＡＰＵ ４月１６日（土）～１７日（日）→ 中止

駅館スポーツ少年団 ４月１６日（土）～１７日（日）→ 中止
九州スポーツカレッジ ４月１８日（月）→ ４月２２日（金）へ延期

○九重青少年の家

日田高校 生徒が合宿中 → １６日（土）帰宅
別府鶴見丘高校 ４月１６日（土）～１８日（月）→ 中止
大分鶴崎高校 ４月１８日（月）～ ４月２０日（水）→ 中止

○社会教育総合センター
大分大学付属看護部 ４月１６日（土）→ 延期
土曜陶芸教室 ４月１６日（土）→ 延期
大分ＢＢＳ連盟 ４月１６日（土）→ 延期

株式会社アベクラ ４月１６日（土）→ 延期
別府和音会 ４月１７日（日）→ 中止
日本薬局協励会 ４月１７日（日）→ 中止
成重ファミリー ４月１７日（日）→ 中止
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子ども将棋ネット ４月１７日（日）→ 中止

ロータリーコール ４月１８日（月）→ 中止

○別府市少年自然の家おじか
学校利用者のつどい ４月１８日（月）→ 中止

福岡県椎田中学校 ４月１９日（火）→ 延期

○のつはる少年自然の家
福徳学園 ４月１６日（土）～１７日（日）→ 中止

○ゆふの丘プラザ
藤蔭高校 １年生１０５名、教員７名が研修中 → １６日（土）に帰宅
杵築高校 ４月１８日（月）～２０日（水） → 中止

安心院高校 ４月２０日（水）～２２日（金） → 中止
明豊中学校 ４月２０日（水）～２２日（金） → 中止
日田三隈 ４月２２日（金）～ → 中止
宇佐高校 ４月２４日（日）～ → 中止

○ マリンカルチャーセンター
中津北高校 合宿中 → ４月１６日（土）帰宅
大分商業高校 ４月１８日（月）～１９日（火） → 中止

○ソラージュ日出
国東高校 ４月１９日（火）～ → 中止

５．学校施設等の避難所の開設
別府羽室台高校（指定避難所）
→ ４月１６日（土）開設、１７日（日）１７時閉鎖

日田林工高校（指定避難所）

→ 日田市から学校への要請あり。 １７日（日）１７時、利用終了を確認
別府鶴見丘高校（指定外）
→ 別府市からの要請を受け１６日（土）開設、 １７日（日）１７時閉鎖

６．その他

○全国学力・学習状況調査（４月１９日実施）
・由布市の小学校４校、中学校１校は後日実施

・九重町の小学校６校は後日実施か不参加を検討中、中学校１校は後日実施
・竹田市の小学校１２校、中学校６校は後日実施
※実施可否（予定通り実施、後日実施、不参加）は、学校の状況を最優先して市町村教委が判断

○旧緒方工業高校体育館の九州電力への貸付
・九州電力が熊本への作業員の待機地として使用可能な場所がないか打診
・関係部署等との調整後、４月１７日（日）現地調査を実施し、貸付を決定
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いじめ解決支援チーム実績報告

平成２７年度

１ 発足 平成２５年４月４日

２ チーム構成

①県教委 生徒指導推進室長以下５名

②支援員 髙橋 泰夫（元少年鑑別所所長、臨床心理士）

矢頭 道三（元大分中央児童相談所長、臨床心理士）

③地教委 市町村関係指導主事等

３ 支援状況

４ 平成２７年度における取扱事案

Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 H２７年度

　全出動回数 (延べ）
※事案による関係機関訪問を含む

　取扱事案件数 ２５件 １８件 １８件

　解決事案件数 

※沈静化を含む

　継続事案件数 ９件 ３件 ３件

９１回 ８０回 １０２回

１６件 １５件 １５件

内　訳

集団による睨み・無視・悪口 ４件

粗暴行為 ２件

要求行為 ２件

万引き等の問題行動 ２件

ＡＤＨＤ、情緒障がい、
愛着障がいに伴う問題行動

３件

不登校 ３件

その他 ２件

いじめ

取扱種別

その他

［資料＿報告②］
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教 育 委 員 会
大分県いじめ防止基本方針の一部改正 平成 28年 4月 19日

について 生 徒 指 導 推 進 室

「大分県いじめ防止基本方針」について、以下の理由により一部改正を行ったもの。

１ 「大分県いじめ問題調査委員会」の登載について

いじめにより発生した自殺などの重大事態に関して、学校の設置者又はその設置

する学校が主体として行った調査について、知事が必要と認める場合に、当該調査

の結果について調査を行う附属機関が「大分県いじめ問題調査委員会条例（平成 28

年 3月 30日施行）」の施行に伴い、常設されたことにより基本方針に登載したもの。

２ 「大分県いじめ解決支援チーム」から「大分県生徒指導支援チーム」への名称変

更（平成 28年 4月～）

いじめのみならず、非行や不登校等、複雑多岐にわたる生徒指導上の諸問題につ

いて幅広に学校を支援して行く目的で、平成２８年度からチーム名の名称変更を行

ったことによる。

３ 「２４時間いじめ相談ダイヤル」から「２４時間子供ＳＯＳダイヤル」への名称

変更（平成 27年 4月～）

文部科学省主導による名称の変更が行われたことによる。

【参考】平成 28年 4月 1日からフリーダイヤル化の実施。

電話番号 ０１２０－０－７８３１０

［資料＿報告③］

-1-



新
旧
対
照
表

大
分
県
い
じ
め
基
本
方
針
（
新
）

大
分
県
い
じ
め
基
本
方
針
（
旧
）

第
１

い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
の
基
本
的
な
方
向
に
関
す
る
事
項

第
１

い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
の
基
本
的
な
方
向
に
関
す
る
事
項

（
１
～
４
略
）

（
１
～
４
略
）

５
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

５
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

(
1)
い
じ
め
の
防
止

(
1)
い
じ
め
の
防
止

（
略
）

（
略
）

(
2
)
い
じ
め
の
早
期
発
見

(
2
)
い
じ
め
の
早
期
発
見

い
じ
め
の
早
期
発
見
は
、
い
じ
め
解
決
へ
の
迅
速
な
対
処
の
前
提
で
あ

い
じ
め
の
早
期
発
見
は
、
い
じ
め
解
決
へ
の
迅
速
な
対
処
の
前
提
で
あ

り
、
全
て
の
大
人
が
連
携
し
、
児
童
生
徒
の
さ
さ
い
な
変
化
に
気
付
く
力

り
、
全
て
の
大
人
が
連
携
し
、
児
童
生
徒
の
さ
さ
い
な
変
化
に
気
付
く
力

を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
い
じ
め
は
大
人
の
目
に
付

を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
い
じ
め
は
大
人
の
目
に
付

き
に
く
い
時
間
や
場
所
で
行
わ
れ
た
り
、
遊
び
や
ふ
ざ
け
あ
い
を
装
っ
て

き
に
く
い
時
間
や
場
所
で
行
わ
れ
た
り
、
遊
び
や
ふ
ざ
け
あ
い
を
装
っ
て

行
わ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
大
人
が
気
付
き
に
く
く
判
断
し
に
く
い
形
で
行

行
わ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
大
人
が
気
付
き
に
く
く
判
断
し
に
く
い
形
で
行

わ
れ
る
こ
と
を
認
識
し
、
児
童
生
徒
が
無
意
識
に
出
し
て
い
る
さ
さ
い
な

わ
れ
る
こ
と
を
認
識
し
、
児
童
生
徒
が
無
意
識
に
出
し
て
い
る
さ
さ
い
な

兆
候
で
あ
っ
て
も
、
い
じ
め
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
を
持
っ
て
、
早
い
段

兆
候
で
あ
っ
て
も
、
い
じ
め
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
を
持
っ
て
、
早
い
段

階
か
ら
的
確
に
関
わ
り
を
持
ち
、
い
じ
め
を
隠
し
た
り
軽
視
し
た
り
、
躊

階
か
ら
的
確
に
関
わ
り
を
持
ち
、
い
じ
め
を
隠
し
た
り
軽
視
し
た
り
、
躊

躇
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
個
人
面
談
や
情
報
収
集
を
行
い
積
極
的
に
い

躇
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
個
人
面
談
や
情
報
収
集
を
行
い
積
極
的
に
い

じ
め
を
認
知
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

じ
め
を
認
知
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

い
じ
め
の
早
期
発
見
の
た
め
、
家
庭
に
お
け
る
早
期
発
見
に
向
け
た
関

い
じ
め
の
早
期
発
見
の
た
め
、
家
庭
に
お
け
る
早
期
発
見
に
向
け
た
関

わ
り
が
で
き
る
よ
う
保
護
者
へ
の
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
や
学
校

わ
り
が
で
き
る
よ
う
保
護
者
へ
の
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
や
学
校

の
設
置
者
は
、
定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ
っ
て
、
常
に
児
童
生

の
設
置
者
は
、
定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ
っ
て
、
常
に
児
童
生

徒
の
状
況
を
把
握
す
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。
児
童
生
徒
が
困
っ
た
時

徒
の
状
況
を
把
握
す
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。
児
童
生
徒
が
困
っ
た
時

に
相
談
し
や
す
い
仕
組
み
や
環
境
、
雰
囲
気
づ
く
り
や
教
育
相
談
、
２
４

に
相
談
し
や
す
い
仕
組
み
や
環
境
、
雰
囲
気
づ
く
り
や
教
育
相
談
、
２
４

時
間
子
供
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル
等
の
電
話
相
談
窓
口
の
周
知
等
に
よ
り
、
児

時
間
い
じ
め
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
等
の
電
話
相
談
窓
口
の
周
知
等
に
よ
り
、
児

童
生
徒
や
保
護
者
が
い
じ
め
を
訴
え
や
す
い
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、

童
生
徒
や
保
護
者
が
い
じ
め
を
訴
え
や
す
い
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、

地
域
、
家
庭
と
連
携
し
て
幅
広
く
情
報
収
集
す
る
な
ど
、
県
民
総
ぐ
る
み

地
域
、
家
庭
と
連
携
し
て
幅
広
く
情
報
収
集
す
る
な
ど
、
県
民
総
ぐ
る
み

で
児
童
生
徒
を
見
守
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

で
児
童
生
徒
を
見
守
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

(
3
)
い
じ
め
へ
の
対
処

(
3
)
い
じ
め
へ
の
対
処

（
略
）

（
略
）

(
4
)
地
域
や
家
庭
と
の
連
携

(
4
)
地
域
や
家
庭
と
の
連
携

（
略
）

（
略
）

(
5)
関
係
機
関
と
の
連
携

(
5)
関
係
機
関
と
の
連
携

い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
に
お
い
て
は
、
学
校
や
学
校
の
設
置
者
に
お
い

い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
に
お
い
て
は
、
学
校
や
学
校
の
設
置
者
に
お
い

て
、
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童
生
徒
に
対
し
て
必
要
な
教
育
上
の
指
導
を
行

て
、
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童
生
徒
に
対
し
て
必
要
な
教
育
上
の
指
導
を
行

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
指
導
に
よ
り
十
分
な
効
果
を
上
げ
る

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
指
導
に
よ
り
十
分
な
効
果
を
上
げ
る

［資料＿報告③］
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こ
と
が
困
難
な
場
合
な
ど
に
は
、
関
係
機
関
（
警
察
、
児
童
相
談
所
、
医

こ
と
が
困
難
な
場
合
な
ど
に
は
、
関
係
機
関
（
警
察
、
児
童
相
談
所
、
医

療
機
関
、
法
務
局
等
）
と
の
適
切
な
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

療
機
関
、
法
務
局
等
）
と
の
適
切
な
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
、
平
素
か
ら
学
校
や
学
校
置
者
と
関
係
機
関
の
担
当
者
窓
口
と
の
情

は
、
平
素
か
ら
学
校
や
学
校
設
置
者
と
関
係
機
関
の
担
当
者
窓
口
と
の
情

報
交
換
や
連
絡
会
議
の
開
催
な
ど
、
情
報
共
有
体
制
を
構
築
し
て
お
く
こ

報
交
換
や
連
絡
会
議
の
開
催
な
ど
、
情
報
共
有
体
制
を
構
築
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
重
篤
な
い
じ
め
事
案
に
必
要
な
支
援
を
行
う
た
め
、
「
大
分
県

ま
た
、
重
篤
な
い
じ
め
事
案
に
必
要
な
支
援
を
行
う
た
め
、
「
大
分
県

生
徒
指
導
支
援
チ
ー
ム
」
１
の
積
極
的
な
活
用
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

い
じ
め
解
決
支
援
チ
ー
ム
」
１
の
積
極
的
な
活
用
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ー
等
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
、
連
携
を
図
る
ほ
か
、

ラ
ー
等
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
、
連
携
を
図
る
ほ
か
、

医
療
機
関
な
ど
の
専
門
機
関
や
法
務
局
な
ど
、
学
校
以
外
の
相
談
窓
口
に

医
療
機
関
な
ど
の
専
門
機
関
や
法
務
局
な
ど
、
学
校
以
外
の
相
談
窓
口
に

つ
い
て
も
児
童
生
徒
及
び
保
護
者
へ
適
切
に
周
知
し
た
り
す
る
な
ど
、
医

つ
い
て
も
児
童
生
徒
及
び
保
護
者
へ
適
切
に
周
知
し
た
り
す
る
な
ど
、
医

療
機
関
に
よ
る
取
組
と
連
携
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

療
機
関
に
よ
る
取
組
と
連
携
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

脚
注
１
：
「
大
分
県
生
徒
指
導
支
援
チ
ー
ム
」
は
、
Ｐ
１
０
を
参
照

脚
注
１
：
「
大
分
県
い
じ
め
解
決
支
援
チ
ー
ム
」
は
、
Ｐ
１
０
を
参
照

第
２

い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
の
内
容
に
関
す
る
事
項

第
２

い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
の
内
容
に
関
す
る
事
項

１
県
が
実
施
す
べ
き
施
策

１
県
が
実
施
す
べ
き
施
策

(
1)
大
分
県
い
じ
め
対
策
連
絡
協
議
会
の
設
置

(
1)
大
分
県
い
じ
め
対
策
連
絡
協
議
会
の
設
置

（
略
）

（
略
）

(
2)
大
分
県
生
徒
指
導
支
援
チ
ー
ム
等
の
設
置

(
2)
大
分
県
い
じ
め
解
決
支
援
チ
ー
ム
等
の
設
置

県
は
、
法
第
１
４
条
第
３
項
及
び
第
２
８
条
第
１
項
に
基
づ
き
、
い
じ

県
は
、
法
第
１
４
条
第
３
項
及
び
第
２
８
条
第
１
項
に
基
づ
き
、
い
じ

め
防
止
対
策
の
在
り
方
や
実
効
性
を
高
め
る
た
め
の
調
査
機
関
と
学
校
で

め
防
止
対
策
の
在
り
方
や
実
効
性
を
高
め
る
た
め
の
調
査
機
関
と
学
校
で

発
生
し
た
い
じ
め
の
重
大
事
態
の
調
査
を
行
う
た
め
に
、
県
教
育
委
員
会

発
生
し
た
い
じ
め
の
重
大
事
態
の
調
査
を
行
う
た
め
に
、
県
教
育
委
員
会

に
大
分
県
生
徒
指
導
支
援
チ
ー
ム
等
（
以
下
「
生
徒
指
導
支
援
チ
ー
ム
等
」

に
大
分
県
い
じ
め
解
決
支
援
チ
ー
ム
等
（
以
下
「
い
じ
め
解
決
支
援
チ
ー

と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。

ム
等
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。

①
生
徒
指
導
支
援
チ
ー
ム
等
の
構
成

①
い
じ
め
解
決
支
援
チ
ー
ム
等
の
構
成

「
生
徒
指
導
支
援
チ
ー
ム
等
」
と
は
、
県
教
育
委
員
会
に
設
置
さ
れ

「
い
じ
め
解
決
支
援
チ
ー
ム
等
」
と
は
、
県
教
育
委
員
会
に
設
置
さ

た
「
生
徒
指
導
支
援
チ
ー
ム
」
２
と
「
学
校
問
題
解
決
支
援
チ
ー
ム
」

れ
た
「
い
じ
め
解
決
支
援
チ
ー
ム
」
２
と
「
学
校
問
題
解
決
支
援
チ
ー

３
か
ら
な
る
組
織
を
主
体
と
し
、
学
識
経
験
者
等
、
専
門
的
な
知
識
及

ム
」
３
か
ら
な
る
組
織
を
主
体
と
し
、
学
識
経
験
者
等
、
専
門
的
な
知

び
経
験
を
有
す
る
第
三
者
や
教
育
委
員
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
者
等
の
参
加

識
及
び
経
験
を
有
す
る
第
三
者
や
教
育
委
員
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
者
等
の

を
図
り
、
公
平
性
・
中
立
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

参
加
を
図
り
、
公
平
性
・
中
立
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。

②
生
徒
指
導
支
援
チ
ー
ム
等
の
機
能
、
役
割

②
い
じ
め
解
決
支
援
チ
ー
ム
等
の
機
能
、
役
割

ア
県
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
、
い
じ
め
の
防
止
等
の
調
査
や
有
効
な

ア
県
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
、
い
じ
め
の
防
止
等
の
調
査
や
有
効
な

対
策
を
検
討
す
る
た
め
専
門
的
知
見
か
ら
支
援
を
行
う
こ
と
。

対
策
を
検
討
す
る
た
め
専
門
的
知
見
か
ら
支
援
を
行
う
こ
と
。

イ
い
じ
め
の
問
題
等
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
等
の
取
組
へ
の
的
確

イ
い
じ
め
の
問
題
等
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
等
の
取
組
へ
の
的
確

な
支
援
や
第
三
者
機
関
と
し
て
当
事
者
間
の
関
係
を
調
整
す
る
な
ど

な
支
援
や
第
三
者
機
関
と
し
て
当
事
者
間
の
関
係
を
調
整
す
る
な
ど

し
て
問
題
の
解
決
を
図
る
。

し
て
問
題
の
解
決
を
図
る
。
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ウ
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
事
案
に
つ
い
て
、
法
第
２
４
条
に
基
づ

ウ
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
事
案
に
つ
い
て
、
法
第
２
４
条
に
基
づ

く
調
査
を
行
う
場
合
に
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
的
知
見
か
ら
助
言
を

く
調
査
を
行
う
場
合
に
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
的
知
見
か
ら
助
言
を

行
う
こ
と
。

行
う
こ
と
。

ま
た
、
私
立
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
事
案
に
対
し
て
は
、
必
要

ま
た
、
私
立
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
事
案
に
対
し
て
は
、
必
要

に
応
じ
て
、
私
立
学
校
主
幹
部
局
（
生
活
環
境
私
学
振
興
・
青
少
年

に
応
じ
て
、
私
立
学
校
主
幹
部
局
（
生
活
環
境
私
学
振
興
・
青
少
年

課
）
と
協
議
の
う
え
、
問
題
の
解
決
に
向
け
た
協
議
を
行
う
。

課
）
と
協
議
の
う
え
、
問
題
の
解
決
に
向
け
た
協
議
を
行
う
。

脚
注
２
：
「
生
徒
指
導
支
援
チ
ー
ム
」
と
は
、
公
立
学
校
で
発
生
す
る

脚
注
２
「
い
じ
め
解
決
支
援
チ
ー
ム
」
と
は
、
公
立
学
校
に
お
け
る
い

い
じ
め
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
問
題
に
対
し
て
問
題
解
決
へ

じ
め
対
応
機
能
の
充
実
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
い
じ
め
問
題
解

の
支
援
を
行
う
た
め
、
平
成
２
８
年
４
月
１
日
、
県
教
育
委
員

決
の
支
援
を
行
う
た
め
、
平
成
２
５
年
４
月
４
日
、
県
教
育
委

会
に
設
置
し
た
も
の
。

員
会
に
設
置
し
た
も
の
。

脚
注
３
：
「
学
校
問
題
解
決
支
援
チ
ー
ム
」
と
は
、
保
護
者
、
地
域
住

脚
注
３
：
「
学
校
問
題
解
決
支
援
チ
ー
ム
」
と
は
、
保
護
者
、
地
域
住

民
等
か
ら
公
立
学
校
へ
寄
せ
ら
れ
る
様
々
な
要
望
や
要
求
の
う

民
等
か
ら
公
立
学
校
へ
寄
せ
ら
れ
る
様
々
な
要
望
や
要
求
の
う

ち
、
学
校
が
単
独
で
そ
の
対
応
に
苦
慮
す
る
事
案
に
対
し
、
弁

ち
、
学
校
が
単
独
で
そ
の
対
応
に
苦
慮
す
る
事
案
に
対
し
、
弁

護
士
、
医
師
、
臨
床
心
理
士
等
が
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、

護
士
、
医
師
、
臨
床
心
理
士
等
が
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、

平
成
２
２
年
９
月
１
日
、
県
教
育
委
員
会
に
設
置
し
た
も
の
。

平
成
２
２
年
９
月
１
日
、
県
教
育
委
員
会
に
設
置
し
た
も
の
。

(
3)
再
調
査
の
た
め
の
機
関

(
3)
再
調
査
の
た
め
の
機
関

（
略
）

（
略
）

(
4)
基
本
的
施
策

(
4)
基
本
的
施
策

い
じ
め
防
止
等
の
た
め
の
基
本
的
施
策
に
つ
い
て
は
、
県
は
次
の
観
点

い
じ
め
防
止
等
の
た
め
の
基
本
的
施
策
に
つ
い
て
は
、
県
は
次
の
観
点

か
ら
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

か
ら
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
財
政
上
の
措
置
等
（
法
第
１
０
条
関
係
）

①
財
政
上
の
措
置
等
（
法
第
１
０
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

②
い
じ
め
に
関
す
る
通
報
及
び
相
談
体
制
の
整
備
（
法
第
１
６
条
第
２

②
い
じ
め
に
関
す
る
通
報
及
び
相
談
体
制
の
整
備
（
法
第
１
６
条
第
２

項
関
係
）

項
関
係
）

（
略
）

（
略
）

③
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
、
関
係
機
関
、
民
間
団
体
等
と
の
連
携
（
法

③
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
、
関
係
機
関
、
民
間
団
体
等
と
の
連
携
（
法

第
１
７
条
及
び
第
１
９
条
第
２
項
関
係
）

第
１
７
条
及
び
第
１
９
条
第
２
項
関
係
）

（
略
）

（
略
）

④
人
材
の
確
保
及
び
資
質
の
向
上
（
法
第
１
８
条
第
１
項
関
係
）

④
人
材
の
確
保
及
び
資
質
の
向
上
（
法
第
１
８
条
第
１
項
関
係
）

（
略
）

（
略
）

⑤
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
調
査
研
究
の
推
進
等
（
法
第
２
０
条
関

⑤
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
調
査
研
究
の
推
進
等
（
法
第
２
０
条
関

係
）

係
）

（
略
）

（
略
）

⑥
広
報
・
啓
発
活
動
（
法
第
２
１
条
関
係
）

⑥
広
報
・
啓
発
活
動
（
法
第
２
１
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

⑦
県
の
基
本
方
針
の
内
容
の
点
検
と
見
直
し

⑦
県
の
基
本
方
針
の
内
容
の
点
検
と
見
直
し

（
略
）

（
略
）
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⑧
重
大
事
態
へ
の
対
処

⑧
重
大
事
態
へ
の
対
処

（
略
）

（
略
）

⑨
市
町
村
教
育
委
員
会
及
び
市
町
村
が
設
置
す
る
学
校
に
対
す
る
指

⑨
市
町
村
教
育
委
員
会
及
び
市
町
村
が
設
置
す
る
学
校
に
対
す
る
指

導
、
助
言
又
は
援
助

導
、
助
言
又
は
援
助

・
市
町
村
教
育
委
員
会
及
び
市
町
村
が
設
置
す
る
学
校
か
ら
要
請
が

・
市
町
村
教
育
委
員
会
及
び
市
町
村
が
設
置
す
る
学
校
か
ら
要
請
が

あ
っ
た
場
合
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
心
理
・
福
祉
等
に

あ
っ
た
場
合
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
心
理
・
福
祉
等
に

関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
や
、
い
じ
め
の
防
止
を
含
む
教
育

関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
や
、
い
じ
め
の
防
止
を
含
む
教
育

相
談
に
応
じ
る
者
、
生
徒
指
導
支
援
チ
ー
ム
の
派
遣
等
必
要
な
措
置

相
談
に
応
じ
る
者
、
い
じ
め
解
決
支
援
チ
ー
ム
の
派
遣
等
必
要
な
措

を
講
ず
る
。

置
を
講
ず
る
。

⑩
私
学
学
校
主
幹
部
局
の
体
制

⑩
私
学
学
校
主
幹
部
局
の
体
制

(
略
)

(
略
)

２
学
校
の
設
置
者
（
県
教
育
委
員
会
及
び
学
校
法
人
）
が
実
施
す
べ
き
施
策

２
学
校
の
設
置
者
（
県
教
育
委
員
会
及
び
学
校
法
人
）
が
実
施
す
べ
き
施
策

（
略
）

（
略
）

３
学
校
が
実
施
す
べ
き
施
策

３
学
校
が
実
施
す
べ
き
施
策

学
校
は
、
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
、
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に
基

学
校
は
、
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
、
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
い
じ
め
の
防
止
等
の
対
策
の
た
め
の
組
織
を
中
核
と
し
て
、
校
長
の

づ
き
、
い
じ
め
の
防
止
等
の
対
策
の
た
め
の
組
織
を
中
核
と
し
て
、
校
長
の

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
一
致
協
力
体
制
を
確
立
し
、
学
校
設
置
者

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
一
致
協
力
体
制
を
確
立
し
、
学
校
設
置
者

と
も
適
切
に
連
携
の
う
え
、
学
校
の
実
情
に
応
じ
た
対
策
を
推
進
す
る
こ
と

と
も
適
切
に
連
携
の
う
え
、
学
校
の
実
情
に
応
じ
た
対
策
を
推
進
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

が
必
要
で
あ
る
。

（
(
1
)
～
(
4
)
略
）

（
(
1
)
～
(
4
)
略
）

(
5)
関
係
機
関
と
の
連
携

(
5)
関
係
機
関
と
の
連
携

・
「
学
校
と
警
察
の
連
絡
制
度
」
を
積
極
的
に
運
用
す
る
と
と
も
に
、

・
「
学
校
と
警
察
の
連
絡
制
度
」
を
積
極
的
に
運
用
す
る
と
と
も
に
、

警
察
官
経
験
者
で
あ
る
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
や
県
警
察
フ
レ
ン
ド

警
察
官
経
験
者
で
あ
る
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
や
県
警
察
フ
レ
ン
ド

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
等
を
通
じ
て
警
察
と
の
情
報
共
有
を
図
る

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
等
を
通
じ
て
警
察
と
の
情
報
共
有
を
図
る

ほ
か
、
医
療
や
福
祉
等
の
専
門
機
関
や
地
域
の
青
少
年
育
成
団
体
等

ほ
か
、
医
療
や
福
祉
等
の
専
門
機
関
や
地
域
の
青
少
年
育
成
団
体
等

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の
早
期
の
立
ち
直
り
支
援
に
努
め

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の
早
期
の
立
ち
直
り
支
援
に
努
め

る
。

る
。

・
児
童
生
徒
の
悩
み
や
相
談
を
よ
り
多
く
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き

・
児
童
生
徒
の
悩
み
や
相
談
を
よ
り
多
く
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
関
係
団
体
と
組
織
的
に
連
携
・
協
働

る
よ
う
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
関
係
団
体
と
組
織
的
に
連
携
・
協
働

す
る
体
制
を
構
築
す
る
。

す
る
体
制
を
構
築
す
る
。

・
県
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談
部
、
２
４
時
間
子
供
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ

・
県
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談
部
、
２
４
時
間
い
じ
め
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
相
談
窓
口
、
大
分
地
方
法
務
局
「
子
ど
も
の
人

ル
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
相
談
窓
口
、
大
分
地
方
法
務
局
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
な
ど
学
校
以
外
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て
周
知
や
広
報

権
１
１
０
番
」
な
ど
学
校
以
外
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て
周
知
や
広
報

を
継
続
し
て
行
う
。

を
継
続
し
て
行
う
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
い
じ
め
を
防
止
し
、
効
果

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
い
じ
め
を
防
止
し
、
効
果
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的
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
に
対
し
、

的
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
に
対
し
、

企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
と
の
連
携
に
よ
る
情
報
モ
ラ
ル
講
習
や
啓
発

企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
と
の
連
携
に
よ
る
情
報
モ
ラ
ル
講
習
や
啓
発

活
動
を
行
う
。

活
動
を
行
う
。

・
保
護
者
や
地
域
住
民
の
学
校
運
営
へ
の
参
画
を
促
し
、
学
校
が
抱

・
保
護
者
や
地
域
住
民
の
学
校
運
営
へ
の
参
画
を
促
し
、
学
校
が
抱

え
る
課
題
を
共
有
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
問
題
解
決
す
る
仕
組
み
づ
く

え
る
課
題
を
共
有
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
問
題
解
決
す
る
仕
組
み
づ
く

り
を
推
進
す
る
。

り
を
推
進
す
る
。

・
地
域
で
子
ど
も
を
見
守
り
育
て
る
輪
を
広
げ
る
た
め
、
地
域
交
流

・
地
域
で
子
ど
も
を
見
守
り
育
て
る
輪
を
広
げ
る
た
め
、
地
域
交
流

や
職
場
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
体
験
活
動
や
地
域
の
文
化

や
職
場
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
体
験
活
動
や
地
域
の
文
化

芸
能
等
の
行
事
等
を
通
じ
て
地
域
の
方
々
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
増
や

芸
能
等
の
行
事
等
を
通
じ
て
地
域
の
方
々
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
増
や

す
。

す
。

・
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童
生
徒
に
対
し
教
育
上
必
要
な
指
導
を
行
っ

・
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童
生
徒
に
対
し
教
育
上
必
要
な
指
導
を
行
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
指
導
に
よ
り
十
分
な
効
果
を
上
げ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
指
導
に
よ
り
十
分
な
効
果
を
上
げ

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
い
じ
め
が
犯
罪
行
為
と
し
て
取

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
い
じ
め
が
犯
罪
行
為
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
認
め
る
と
き
は
、
い
じ
め
を
受
け
た
児
童

り
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
認
め
る
と
き
は
、
い
じ
め
を
受
け
た
児
童

生
徒
を
徹
底
し
て
守
り
通
す
と
い
う
観
点
か
ら
、
学
校
は
所
轄
警
察

生
徒
を
徹
底
し
て
守
り
通
す
と
い
う
観
点
か
ら
、
学
校
は
所
轄
警
察

署
と
相
談
し
て
対
処
す
る
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
生
命
、
身
体
又
は

署
と
相
談
し
て
対
処
す
る
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
生
命
、
身
体
又
は

財
産
に
重
大
な
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
所

財
産
に
重
大
な
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
所

轄
警
察
署
に
通
報
し
、
適
切
に
援
助
を
求
め
る
。

轄
警
察
署
に
通
報
し
、
適
切
に
援
助
を
求
め
る
。

（
(

6)
～
(

7)
略
）

（
(

6)
～
(

7)
略
）

第
３

重
大
事
態
へ
の
対
処

第
３

重
大
事
態
へ
の
対
処

１
学
校
の
設
置
者
（
県
教
育
委
員
会
及
び
学
校
法
人
）
又
は
学
校
に
よ
る
調

１
学
校
の
設
置
者
（
県
教
育
委
員
会
及
び
学
校
法
人
）
又
は
学
校
に
よ
る
調

査
査

（
略
）

（
略
）

２
調
査
結
果
の
報
告
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
の
長
に
よ
る
再
調
査
及
び
措

２
調
査
結
果
の
報
告
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
の
長
に
よ
る
再
調
査
及
び
措

置
置

(
1)

再
調
査
の
実
施

(
1)

再
調
査
の
実
施

・
重
大
事
態
の
報
告
を
受
け
た
知
事
は
、
法
第
３
０
条
第
２
項
の
規

・
重
大
事
態
の
報
告
を
受
け
た
知
事
は
、
法
第
３
０
条
第
２
項
の
規
定
及

定
及
び
法
第
３
１
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
報
告
に
係
る
重
大
事

び
法
第
３
１
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
報
告
に
係
る
重
大
事
態
へ
の
対

態
へ
の
対
処
又
は
当
該
重
大
事
態
と
同
種
の
事
態
の
発
生
の
防
止
の

処
又
は
当
該
重
大
事
態
と
同
種
の
事
態
の
発
生
の
防
止
の
た
め
に
必
要
が

た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
法
第
２
８
条
第
１
項
の
規

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
法
第
２
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
結

定
に
よ
る
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
大
分
県
い
じ
め
問
題
調
査
委
員

果
に
つ
い
て
改
め
て
調
査
（
以
下
「
再
調
査
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と

会
条
例
第
２
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
大
分
県
い
じ
め
問
題
調
査
委
員

が
で
き
る
。

会
に
調
査
（
以
下
「
再
調
査
」
と
い
う
。
）
を
諮
問
す
る
。

・
再
調
査
を
行
う
機
関
は
、
専
門
的
な
知
識
又
は
経
験
を
有
し
、
か
つ
当

・
調
査
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
等
へ
の
心
理
的
な
負
担
を
考
慮
し
、

該
い
じ
め
事
案
の
関
係
者
と
直
接
の
人
間
関
係
又
は
特
別
の
利
害
関
係
を

重
複
し
た
調
査
と
な
ら
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

有
し
な
い
第
三
者
と
し
、
当
該
調
査
の
公
平
性
・
中
立
性
を
図
り
、
そ
の
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・
再
調
査
結
果
に
つ
い
て
も
、
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
生
徒
及
び
そ

構
成
員
は
、
職
能
団
体
や
大
学
、
学
会
か
ら
の
推
薦
等
に
よ
る
弁
護
士
、

の
保
護
者
に
対
し
、
適
時
・
適
切
な
方
法
で
、
調
査
の
進
捗
状
況
等

医
師
、
学
識
経
験
者
、
心
理
や
福
祉
の
専
門
家
等
と
す
る
。

及
び
調
査
結
果
を
説
明
す
る
。

・
調
査
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
等
へ
の
心
理
的
な
負
担
を
考
慮
し
、
重
複

し
た
調
査
と
な
ら
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

・
再
調
査
結
果
に
つ
い
て
も
、
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
生
徒
及
び
そ
の
保

護
者
に
対
し
、
適
時
・
適
切
な
方
法
で
、
調
査
の
進
捗
状
況
等
及
び
調
査

結
果
を
説
明
す
る
。

(
2)

再
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
措
置
等

(
2)

再
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
措
置
等

県
立
学
校
の
場
合
は
、
知
事
及
び
県
教
育
委
員
会
は
、
大
分
県
い
じ
め

県
立
学
校
の
場
合
は
、
知
事
及
び
県
教
育
委
員
会
は
、
再
調
査
の
結
果
を

問
題
調
査
委
員
会
の
再
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
自
ら
の
権
限
及
び
責
任

踏
ま
え
、
自
ら
の
権
限
及
び
責
任
に
お
い
て
、
当
該
調
査
に
係
る
重
大
事
態

に
お
い
て
、
当
該
調
査
に
係
る
重
大
事
態
へ
の
対
処
又
は
当
該
重
大
事
態

へ
の
対
処
又
は
当
該
重
大
事
態
と
同
種
の
事
態
の
発
生
の
防
止
の
た
め
に
必

と
同
種
の
事
態
の
発
生
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

要
な
措
置
を
講
ず
る
。

私
立
学
校
の
場
合
は
、
知
事
は
、
学
校
法
人
又
は
学
校
が
当
該
調
査
に

私
立
学
校
の
場
合
は
、
知
事
は
、
学
校
法
人
又
は
学
校
が
当
該
調
査
に
係

係
る
重
大
事
態
へ
の
対
処
又
は
当
該
重
大
事
態
と
同
種
の
事
態
の
発
生
の

る
重
大
事
態
へ
の
対
処
又
は
当
該
重
大
事
態
と
同
種
の
事
態
の
発
生
の
防
止

防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
適
切
に
対

の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
適
切
に
対
応
す
る
。

応
す
る
。

な
お
、
県
立
学
校
に
つ
い
て
再
調
査
を
行
っ
た
と
き
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ

な
お
、
県
立
学
校
に
つ
い
て
再
調
査
を
行
っ
た
と
き
は
、
個
人
の
プ
ラ

バ
シ
ー
に
配
慮
の
う
え
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
知
事
は
、
そ
の
結
果
を
議

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
の
う
え
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
知
事
は
、
そ
の
結
果

会
に
報
告
す
る
。

を
議
会
に
報
告
す
る
。

第
４

そ
の
他
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
事
項

第
４

そ
の
他
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
事
項

（
略
）

（
略
）

附
則

附
則

重
大
事
態
発
生
の
対
応
（
図
）

こ
の
方
針
は
、
平
成
２
６
年
４
月
１
６
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則

こ
の
方
針
は
、
平
成
２
８
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

資
料

重
大
事
態
発
生
の
対
応
（
図
）
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県立高等学校における個人情報の流出について

H28.4.19

高校教育課

１ 概 要

○宇佐高等学校の新２年生クラス分けの検討資料である、１０４名分の個

人情報が流出した。

・３月２８日（月）１年部教員が保護者から情報流出の話を聞き、関係

生徒から資料１枚を回収し廃棄（４月６日の調査により判明）

・４月６日（水）午前０時６分に学校アドレスに匿名で、写真データと

ともに「子供たちの間で画像が出回っている。」内容メールが送信

・同日、教頭がメールを確認

２ 流出情報の内容

○１年部の学年主任と担任の会議で使用したクラス分けの資料

○新２年生Ⅰコースの名簿１０４名分（新２年生１８１名中）

○生徒の番号、氏名、性別、選択科目（地歴、理科）、１年次学習成績の順

位が記載

３ 経 緯

○３月中旬に、生徒がクラス分け資料２枚を、特別教室の机の中から発見

（教員が置き忘れたものと考えられる。）

○資料を写真に撮ったものが、生徒同士の間でＬＩＮＥにより転送

○資料を見た生徒が２１名、ＬＩＮＥで画像を所持していた生徒が５名

○流出した資料は回収し、生徒が所持していた写真データは消去

○ネット上で拡散したことについては確認されていない。

（現在のところ、ＬＩＮＥでのみ転送していると考えられる。）

４ 対 応

（１）生徒・保護者への対応

○４月７日（木）～９日（土）

資料に記載されていた生徒宅を訪問し、生徒・保護者に直接説明・謝罪

○４月８日（金）全校生徒に、始業式で説明・謝罪

○４月８日（金）全保護者に対し文書にて、事実報告及び謝罪

○４月１１日（月）新入生及び保護者に、入学式で説明

○４月１３日（水）２年生全員に、個人面談

（２）再発防止

○個人情報の取り扱いについて、本日８日付で、全県立学校に通知

○個人情報の取り扱い等についての徹底を図る教職員対象の研修を実施

○生徒の情報モラルの育成を図る指導の徹底
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